
◇
国
立
大
学
法
人
奈
良
女
子
大
学
が
来
年
４
月
に
開
設
す
る
、

日
本
の
女
子
大
学
初
の
「
工
学
部
（
工
学
科
）」
が
話
題
に
な
っ

て
い
る
。

◇
奈
良
女
子
大
の
公
式
サ
イ
ト
・
フ
ロ
ン
ト
ペ
ー
ジ
に
は
、
工

学
部
で
の
《
学
び
》
に
つ
い
て
、
受
験
生
向
け
に
次
の
よ
う
に

説
明
さ
れ
て
い
る
。「
工
学
は
、
社
会
で
必
要
と
さ
れ
る
モ
ノ
や

サ
ー
ビ
ス
、
快
適
な
環
境
を
構
築
す
る
学
問
で
す
。
個
人
の
主

体
性
を
活
か
し
た
分
野
融
合
の
学
び
か
ら
、
社
会
が
必
要
と
し

て
い
る
創
造
的
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
育
成
し
ま
す
」。

◇
奈
良
女
子
大
に
は
も
と
も
と
、理
系
の
学
部
と
し
て《
理
学
部
》

（
数
物
科
学
科
、
化
学
生
物
環
境
学
科
）
が
あ
り
、
比
較
的
理
系

寄
り
の
学
部
と
し
て
は
《
生
活
環
境
学
部
》（
食
物
栄
養
学
科
、

心
身
健
康
学
科
、
情
報
衣
環
境
学
科
、
住
環
境
学
科
、
生
活
文

化
学
科
）
が
あ
っ
た
。

◇
例
え
ば
昨
年
度
の
募
集
人
員
は
、
理
学
部
と
生
活
環
境
学
部

を
合
わ
せ
３
２
５
名
だ
っ
た
。
来
年
度
は
こ
の
両
学
部
の
募
集

人
員
を
計
２
８
０
名
に
減
ら
し
、
代
わ
り
に
工
学
部
の
募
集
人

員
45
名
が
、
新
た
に
加
わ
る
形
に
な
る
よ
う
だ
（
こ
れ
で
理
系

学
部
の
募
集
人
員
は
昨
年
度
と
同
一
の
計
３
２
５
名
）。

◇
９
月
27
日
付
け
毎
日
新
聞
ウ
ェ
ブ
版
の
、
奈
良
女
子
大
工
学

部
の
話
題
を
紹
介
し
た
記
事
に
よ
れ
ば
、
従
来
の
大
学
の
工
学

部
に
占
め
る
女
子
学
生
の
割
合
は
約
15
％
。
そ
こ
に
１
０
０
％

女
子
の
工
学
部
が
誕
生
す
る
と
い
う
訳
だ
が
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

は
「
環
境
デ
ザ
イ
ン
分
野
」
と
「
人
間
情
報
分
野
」
に
大
別
さ

れ
る
と
の
こ
と
。
ま
た
、
環
境
デ
ザ
イ
ン
分
野
で
は
「
身
の
回

り
の
環
境
を
よ
り
快
適
な
も
の
に
改
善
す
る
デ
ザ
イ
ン
手
法
」

「
分
子
レ
ベ
ル
で
工
業
製
品
の
基
盤
と
な
る
材
料
の
研
究
」
な
ど

を
学
べ
、
人
間
情
報
分
野
で
は
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
や
デ
ー
タ

解
析
」「
医
学
と
工
学
を
融
合
さ
せ
た
生
体
医
工
学
」
な
ど
が
学

べ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

◇
さ
ら
に
「
自
己
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
」
や
「
起
業
論
」
な
ど
の
口

座
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
全
体
的
な
印
象
で
は
基
礎
工
学
分
野

よ
り
も
応
用
工
学
分
野
、
そ
れ
も
研
究
者
を
目
指
す
よ
り
も
企

業
活
動
に
融
通
性
の
発
揮
さ
れ
る
応
用
工
学
分
野
に
重
点
が
置

か
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
従
来
の
工
学
部
に
置
き
換
え

る
と
生
産
工
学
的
な
分
野
と
い
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

◇
生
産
工
学
的
な
分
野
に
つ
い
て
は
、
実
は
女
性
に
か
な
り
適

性
の
あ
る
分
野
で
は
な
い
か
と
、
か
ね
て
よ
り
考
え
て
い
た
。

◇
生
産
工
学
的
思
考
法
の
肝
の
一
つ
は
「
ニ
ッ
チ
な
気
付
き
の

実
現
」
に
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
ち
ょ
っ
と
し
た
シ
ス
テ
ム

の
改
善
に
よ
っ
て
、
全
体
の
生
産
力
や
生
産
効
率
を
上
げ
る
と

い
う
生
産
工
学
の
主
要
目
的
は
、
こ
れ
か
ら
先
さ
ら
に
重
視
さ

れ
て
い
く
は
ず
だ
が
、こ
れ
ま
で
は
女
性
の
視
点
が
あ
ま
り
入
っ

て
い
な
か
っ
た
き
ら
い
が
あ
る
。

◇
そ
れ
だ
け
に
奈
良
女
子
大
の
工
学
部
設
立
に
は
、
小
さ
く
な

い
意
味
が
あ
る
と
考
え
る
。
同
様
の
こ
と
は
電
気
設
備
工
事
分

野
の
企
業
に
も
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
女
性
社
員
の

増
加
を
図
る
業
界
企
業
の
思
惑
と
し
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
、
貴

重
な
労
働
力
と
し
て
の
女
性
を
増
や
す
こ
と
自
体
に
重
点
が
置

か
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
半
面
、
企
業
の
方
向
性
の
幅

を
根
本
的
に
広
げ
る
と
い
う
《
核
》
の
部
分
を
意
識
し
た
採
用

に
は
、
ま
だ
主
軸
が
置
か
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

◇
奈
良
女
子
大
工
学
部
の
船
出
が
、
そ
う
し
た
障
壁
に
壁
を
開

け
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。（
Ｅ
）
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